
目

次

告

示

△

出
納
長
の
事
務
の
一
部
委
任

(

企
画
指
導
室)

…
…
…
一

△

昭
和
四
十
八
年
広
島
県
告
示
第
百
七
十
一
号

(

騒
音
の
規
制
に
関

す
る
定
め)

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

(

環
境
対
策
室)

…
…
…
一

△

昭
和
五
十
三
年
広
島
県
告
示
第
五
十
八
号

(

騒
音
の
規
制
に
関
す

る
定
め)

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

(

〃

)

…
…
…
二

△

公
共
用
水
域
が
該
当
す
る
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
の
水
域
類

型
の
指
定

(

〃

)

…
…
…
二

△

昭
和
四
十
八
年
広
島
県
告
示
第
百
二
十
五
号

(

公
共
用
水
域
が
該

当
す
る
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
の
水
域
類
型
の
指
定)

の
一

部
を
改
正
す
る
告
示

(
〃

)

…
…
…
二

(

以
上
四
件
県
法
規
登
載)

△

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
許
可
申
請
の
概
要

(

産
業
廃
棄
物
対
策
室)

…
…
…
二

△

救
急
病
院
等
の
認
定

(

医
療
対
策
室)
…
…
…
三

△

広
島
県
保
健
医
療
計
画
の
一
部
の
変
更

(

〃

)
…
…
…
三

△

結
核
予
防
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定

(

保
健
対
策
室)

…
…
…
三

△

結
核
予
防
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退

(

〃

)

…
…
…
四

△

広
島
県
工
場
及
び
試
験
研
究
施
設
等
立
地
促
進
助
成
要
綱
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示

(

立
地
・
物
流
推
進
室)

…
…
…
四

(

県
法
規
登
載)

△

換
地
計
画
に
伴
う
字
の
区
域
の
変
更

(

土
地
改
良
室)

…
…
…
四

△

保
安
林
の
指
定

(

治

山

室)

…
…
…
六

△

道
路
の
区
域
変
更(

二
件)

(

道
路
保
全
室)

…
…
…
六

△

道
路
の
供
用
開
始(

二
件)

(

〃

)

…
…
…
七

△

都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可

(

都
市
整
備
室)

…
…
…
七

公

告

△

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の
実
施

(

保

安

室)

…
…
…
八

△

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
新

設
の
届
出

(

地
域
産
業
振
興
室)

…
…
…
九

△

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
県
の
意
見

(

〃

)

…
…
一
〇

△

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了

(

開
発
指
導
室)

…
…
一
〇

公
安
委
員
会
規
則

△

広
島
市
と
佐
伯
郡
湯
来
町
の
合
併
に
伴
う
関
係
公
安
委
員
会
規
則

の
整
理
に
関
す
る
規
則

…
…
一
〇

(

県
法
規
登
載)

公
安
委
員
会
告
示

△

遊
技
機
の
型
式
の
検
定
の
告
示

一
一

公
安
委
員
会
公
告

△

教
習
指
導
員
審
査(

普
自
二)

の
実
施

…
…
…
一
一

△

教
習
指
導
員
審
査(

大
型
・
大
特
・
牽
引)

の
実
施

…
…
…
一
二

告告告

示示示

広
島
県
告
示
第
六
百
六
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
百
七
十
一
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
出
納
長
の
事
務
の
一
部
を
委
任
さ
せ
た
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
百
七
号

昭
和
四
十
八
年
広
島
県
告
示
第
百
七
十
一
号

(

騒
音
の
規
制
に
関
す
る
定
め)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
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…
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平成17年 4月25日 (月曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 1 2 9号

1

広
島
県
立
福
山
養
護
学
校
に
所

属
す
る
次
の
職
員

小

林

秀

樹

出
納
長
の
事
務
の
一
部
の

委
任
を
受
け
た
出
納
員

一

当
該
出
納
員
の
所
属
す
る
廨
の
会
計
事
務(

法
第

百
七
十
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る

会
計
事
務
を
除
く
。)

委

任

し

た

事

務

平
成
一
七
年
四
月
七
日

委
任
し
た
年
月
日

(定期)

定

第 ３１

期

号

発行者 広 島 県

広島県総務企画部発行所 管理総室文書法制室

購読料 月 額 ２�７００円

(定期)

定

第 ３１

期

号

発行者 広 島 県

広島県総務企画部発行所 管理総室文書法制室

購読料 月 額 ２�７００円



広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

別
表
第
一
佐
伯
郡
の
部
湯
来
町
の
款
を
削
る
。

別
表
第
二
広
島
市
の
部
第
二
種
区
域
の
項
中

｢

な
い
地
域｣

の
下
に

｢(

佐
伯
区
湯
来
町
の
う
ち
大
字
下

(

字
宇
佐
・
字
津
伏
及
び
字
久
日
市
の
地
域
に
限
る
。)

及
び
大
字
伏
谷

(

字
今
山

(

一
三
七
番
地
の
一
か
ら

一
三
七
番
地
の
五
五
ま
で
・
一
四
五
番
地
・
一
四
六
番
地
及
び
一
四
九
番
地
の
地
域
に
限
る
。)

及
び
字
岡

野
原

(

七
七
八
番
地
の
一
か
ら
七
七
八
番
地
の
一
四
ま
で
の
地
域
に
限
る
。)

の
地
域
を
除
く
。)｣

を
加
え
、

同
部
第
三
種
区
域
の
項
中

｢

あ
る
地
域｣

の
下
に

｢

並
び
に
佐
伯
区
湯
来
町
の
う
ち
大
字
下

(

字
宇
佐
・
字

津
伏
及
び
字
久
日
市
の
地
域
に
限
る
。)

及
び
大
字
伏
谷

(

字
今
山

(

一
三
七
番
地
の
一
か
ら
一
三
七
番
地

の
五
五
ま
で
・
一
四
五
番
地
・
一
四
六
番
地
及
び
一
四
九
番
地
の
地
域
に
限
る
。)

及
び
字
岡
野
原

(

七
七

八
番
地
の
一
か
ら
七
七
八
番
地
の
一
四
ま
で
の
地
域
に
限
る
。)

に
限
る
。)

の
地
域｣

を
加
え
、
同
表
備
考

中

｢

平
成
十
七
年
三
月
二
十
日｣

の
下
に

｢
、
広
島
市
の
地
域
に
あ
つ
て
は
平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日｣

を
加
え
る
。

広
島
県
告
示
第
六
百
八
号

昭
和
五
十
三
年
広
島
県
告
示
第
五
十
八
号

(

振
動
の
規
制
に
関
す
る
定
め)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。平

成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

別
表
市
町
名
の
欄
中

｢

、
同
郡
湯
来
町｣

を
削
る
。

広
島
県
告
示
第
六
百
九
号

環
境
基
本
法

(

平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
表
の
水
域
の

欄
に
掲
げ
る
公
共
用
水
域
が
該
当
す
る
水
域
類
型

(

水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て

(
昭
和
四
十
六

年
環
境
庁
告
示
第
五
十
九
号)

別
表
２
の
１
の�
に
掲
げ
る
類
型
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
次
の
表
の
該

当
類
型
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
と
と
も
に
、
当
該
水
域
類
型
に
係
る
基
準
値
の
達
成
期
間
及
び
暫

定
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
達
成
期
間
の
欄
及
び
暫
定
目
標
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
定
め
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

(

注)

達
成
期
間
の
分
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１

｢

イ｣

は
、
直
ち
に
達
成

２

｢

ハ｣

は
、
五
年
を
超
え
る
期
間
で
可
及
的
速
や
か
に
達
成

３

｢

ニ｣

は
、
段
階
的
に
暫
定
目
標
を
達
成
し
つ
つ
、
環
境
基
準
の
可
及
的
速
や
か
な
達
成
に
努
め
る
。

広
島
県
告
示
第
六
百
十
号

昭
和
四
十
八
年
広
島
県
告
示
第
百
二
十
五
号

(

公
共
用
水
域
が
該
当
す
る
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
の

水
域
類
型
の
指
定)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

表
中

｢

芦
田
川
上
流

(

府
中
大
橋
よ
り
上
流｣

の
下
に

｢

で
あ
つ
て
三
川
ダ
ム
貯
水
池
の
水
域
及
び
八
田

原
ダ
ム
貯
水
池
の
水
域
に
係
る
部
分
を
除
い
た
も
の｣

を
加
え
る
。

広
島
県
告
示
第
六
百
十
一
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

申
請
年
月
日

平
成
十
七
年
四
月
十
四
日

平成17年 4月25日 (月曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 1 2 9号

2

三
川
ダ
ム
貯
水
池(

神
農
湖)

(

全
域)

水

域

湖
沼
Ⅲ

湖
沼
Ａ

該
当
類
型

ニ
達
成
期
間

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
全
燐
〇
・
〇
三
四(

単
位

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
化
学
的
酸
素
要
求
量
四
・

六(

単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム)

暫

定

目

標

八
田
原
ダ
ム
貯
水
池(

芦
田

湖)
(

全
域)

湖
沼
Ⅲ

(

全
窒
素
の

項
目
の
基
準

値
を
除
く
。)

湖
沼
Ａ

(

全
窒
素
の

項
目
の
基
準

値
を
除
く
。)

ハ イ ニ

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム)

申
請
者
の
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称(

法
人
に
あ
っ

て
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
含
む
。)

広
島
県
府
中
市
府
川
町
一
一
七
番
地
の
七

株
式
会
社

リ
ア
ー
ス

代
表
取
締
役

山�
健
司

(定期)



三

申
請
の
内
容

１

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

広
島
県
府
中
市
小
国
町
字
陸
延
三
〇
五
番
他

２

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

安
定
型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

３

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ゴ
ム
く
ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず

(

工
作
物
の

新
築
、
改
築
又
は
除
去
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
を
除
く
。)

陶
磁
器
く
ず
及
び
が
れ
き
類

(

こ
れ
ら
の

う
ち
廃
プ
リ
ン
ト
配
線
板
、
廃
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
鉛
蓄
電
池
の
電
極
、
鉛
製
の
管
又
は
板
、
廃
石
膏
ボ
ー

ド
、
廃
容
器
包
装
、
自
動
車
等
破
砕
物
及
び
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
で
あ
る
も
の
を
除
く
。)

四

当
該
申
請
に
係
る
申
請
書
類
等
の
縦
覧
の
場
所
、
期
間
及
び
時
間

当
該
申
請
に
係
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
許
可
申
請
及
び
当
該
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
周
辺
地

域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
す
る
。

１

縦
覧
の
場
所

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
厚
生
環
境
局
環
境
管
理
課
及
び
府
中
市
環
境
整
備
課

２

縦
覧
の
期
間

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
七
年
五
月
二
十
五
日
ま
で

(

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
国
民

の
休
日
を
除
く
。)

３

縦
覧
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

五

意
見
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
間
並
び
に
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

当
該
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
法
第
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次

の
と
お
り
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

意
見
書
の
提
出
先

〒
七
二
〇－

八
五
一
一

広
島
県
福
山
市
三
吉
町
一
丁
目
一
番
一
号

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所

厚
生
環
境
局
環
境
管
理
課

２

意
見
書
の
提
出
期
間

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
十
七
年
六
月
八
日
ま
で

３

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

(一)

提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所

(

法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地)

(二)

意
見
書
の
対
象
と
な
る
申
請
の
概
要

(

一
、
二
及
び
三
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。)

(三)

当
該
施
設
の
設
置
に
関
す
る
利
害
関
係
の
内
容

(四)

生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見

広
島
県
告
示
第
六
百
十
二
号

次
の
診
療
所
の
開
設
者
か
ら
、
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令

(

昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号)

第
一

条
の
規
定
に
よ
る
救
急
業
務
に
関
し
協
力
す
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
の
で
、
救
急
診
療
所
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
百
十
三
号

医
療
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号)

第
三
十
条
の
三
第
十
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
広
島
県
保
健

医
療
計
画
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
し
、
平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

な
お
、｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広
島
県
福
祉
保
健
部
保
健
医
療
総
室
医
療
対

策
室
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
百
十
四
号

結
核
予
防
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号)

第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
医
療
を
担

当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山
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な
ん
ば
医
院

名

称

府
中
市
土
生
町
一
五
七
二
番
地
の
二

所

在

地

平
成
二
〇
年
四
月
二
四
日

効
力
を
有
す
る
期
限

新
規

備

考

早

川

ク

リ

ニ

ッ

ク

む
ら
か
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
科

循
環
器
科

呉
市
国
民
健
康
保
険
安
浦
診

療
所

呉
市
国
民
健
康
保
険
音
戸
診

療
所

蒲

刈

診

療

所

名

称

呉
市
広
大
広
二－

七－

四

呉
市
焼
山
北
三－

三－

一
一

呉
市
安
浦
町
安
登
西
六－

一－

三
九

呉
市
音
戸
町
高
須
三－

七－

一
五

呉
市
蒲
刈
町
田
戸
二
三
〇
八－

一

所

在

地

一
七
・

三
・
一
八

一
七
・

四
・

一

一
七
・

三
・
二
〇

一
七
・

三
・
二
〇

平
成

一
七
・

三
・
二
〇

指

定

年

月

日

(定期)(定期)(定期)



広
島
県
告
示
第
六
百
十
五
号

結
核
予
防
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号)

第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
指
定

医
療
機
関
か
ら
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
百
十
六
号

広
島
県
工
場
及
び
試
験
研
究
施
設
等
立
地
促
進
助
成
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
工
場
及
び
試
験
研
究
施
設
等
立
地
促
進
助
成
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

広
島
県
工
場
及
び
試
験
研
究
施
設
等
立
地
促
進
助
成
要
綱

(

昭
和
五
十
七
年
広
島
県
告
示
第
三
百
六
十
七

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中｢

廿
日
市
市｣

を｢

広
島
市
佐
伯
区
の
う
ち
杉
並
台
及
び
湯
来
町
の
区
域
並
び
に
廿
日
市
市｣

に
改
め
、｢

並
び
に
佐
伯
郡
湯
来
町｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

広
島
県
告
示
第
六
百
十
七
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
安
芸
高

田
市
甲
田
町
所
在
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
を
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
に
変
更
す
る
旨
、

安
芸
高
田
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
字
の
区
域
の
変
更
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号)

第
百
七
十

九
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
五
十
四
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山
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こ

ぶ

し

の

里

病

院

神
石
高
原
町
国
民
健
康
保
険

直
営
高
蓋
診
療
所

三
原
市
立
く
い
市
民
病
院

大

和

診

療

所

は

る

な

薬

局

東
広
島
市
国
民
健
康
保
険
小

田
診
療
所

東
広
島
市
国
民
健
康
保
険
戸

野
診
療
所

医
療
法
人
社
団

樹
会

戸

河
内

廣
安
歯
科
医
院

甲
田
セ
ン
タ
ー
薬
局

医
療
法
人

中
丸
ク
リ
ニ
ッ

ク 医
療
法
人
社
団

清
流
会

八
幡
ク
リ
ニ
ッ
ク

ウ
ォ
ン
ツ
呉
パ
ル
ス
通
り
薬

局

比
婆
郡
東
城
町
川
東
一
五
二－
四

神
石
郡
神
石
高
原
町
高
蓋
四－
二

三
原
市
久
井
町
江
木
五
〇－

一

三
原
市
大
和
町
和
木
一
五
三
八－

一

東
広
島
市
高
屋
町
檜
山
八
〇－

一

東
広
島
市
河
内
町
小
田
二
一
八
二

東
広
島
市
河
内
町
河
戸
一
一
九－

二

山
県
郡
安
芸
太
田
町
大
字
上
殿
字
東
神
田
一
八
六
二－

一 安
芸
高
田
市
甲
田
町
高
田
原
宮
播
一
〇
四
五－

一

佐
伯
郡
大
野
町
宮
島
口
一－

七－

一
五

廿
日
市
市
串
戸
四－

一
三－

二
四

呉
市
中
通
四－

一－

二
四

一
六
・
一
二
・

一

一
六
・
一
二
・

六

一
七
・

三
・
二
二

一
七
・

三
・
二
二

一
七
・

二
・

一

一
七
・

二
・

七

一
七
・

二
・

七

一
七
・

三
・

一

一
七
・

四
・

一

一
七
・

三
・

一

一
七
・

四
・

一

一
七
・

三
・

一

蒲
刈
町
立
国
民
健
康
保
険
診

療
所

音
戸
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所 中

丸

ク

リ

ニ

ッ

ク

医
療
法
人
社
団

清
流
会

串
戸
永
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

ウ
ォ
ン
ツ
呉
れ
ん
が
通
り
薬

局 六

川

内

科

医

院

名

称

安
芸
郡
蒲
刈
町
田
戸
二
三
〇
八－

一

安
芸
郡
音
戸
町
高
須
三－

七－

一
五

佐
伯
郡
大
野
町
宮
島
口
一－

七－

一
五

廿
日
市
市
串
戸
四－

一
三－

二
四

呉
市
中
通
三－

四－

一
六

呉
市
本
通
一－

二－

一
〇

所

在

地

一
七
・

三
・
一
九

一
七
・

三
・
一
九

一
七
・

二
・
二
八

一
七
・

三
・
三
一

一
七
・

三
・

一

平
成

一
七
・

二
・
二
八

辞

退

年

月

日

こ
ぶ
し
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク

久

井

国

保

病

院

大
和
町
国
民
健
康
保
険

大

和
診
療
所

豊
平
町
国
民
健
康
保
険
原
診

療
所

医
療
法
人
社
団

樹
会

戸

河
内
廣
安
歯
科
医
院

安
浦
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所

比
婆
郡
東
城
町
川
東
一
五
二－

四

御
調
郡
久
井
町
大
字
江
木
五
〇－

一

賀
茂
郡
大
和
町
大
字
和
木
一
五
三
八－

一

山
県
郡
豊
平
町
志
路
原
一
七
六
七

山
県
郡
安
芸
太
田
町
大
字
戸
河
内
八
五
三

豊
田
郡
安
浦
町
安
登
西
六－

一－

三
九

一
六
・
一
一
・
三
〇

一
七
・

三
・
二
一

一
七
・

三
・
二
一

一
七
・

一
・
三
一

一
七
・

二
・
二
八

一
七
・

三
・
一
九

(定期)(号外)(定期)



平成17年 4月25日 (月曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 1 2 9号

5

下
甲
立

上
甲
立

下
甲
立

大

字

上

欄

高

通

末

兼

砂

田

沢

田

乙

丸

末

兼

砂

田

幟

立

上
江
田

幟

立

下
江
田

�
崎

枚

谷
字

一
一
七
五
の
三
、
一
一
七
五
の
七
、
一
二
六
六
、
一
二
六
七
の

一
か
ら
一
二
六
七
の
五
ま
で
、
一
二
六
八
、
一
二
六
九
の
一
、

一
二
六
九
の
二
、
一
二
七
〇
の
一
部
、
一
二
七
一
の
一
の
一
部
、

一
二
七
五
の
一
部
、
一
二
八
〇
の
一
部
、
一
二
八
一
の
一
部
及

一
〇
一
の
一
部
、
一
〇
二
の
一
部
、
一
〇
三
の
一
の
一
部
及
び

こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の

全
部

三
五
二
の
三
の
一
部
、
三
五
六
の
一
部
、
三
五
七
の
二
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

一
四
二
か
ら
一
四
五
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
、
一
四
六
の
一

の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ

る
市
有
地
の
全
部
並
び
に
一
四
六
の
四
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ

る
市
有
地
の
全
部

三
四
六
の
一
部
、
三
四
七
の
一
の
一
部
、
三
四
七
の
二
の
一
部
、

三
五
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水

路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

一
〇
三
の
六
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市

有
地
の
全
部

三
五
二
の
一
の
一
部
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る

市
有
地
の
全
部

三
五
二
の
一
の
一
部
、
三
五
三
の
三
、
三
六
一
の
一
、
三
六
二

の
一
、
三
六
三
の
一
の
一
部
、
三
六
四
の
三
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部
並
び
に

三
六
四
の
一
、
三
六
五
の
一
、
三
七
四
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ

る
市
有
地
の
全
部

六
二
三
の
一
、
六
二
三
の
二
の
一
部
、
六
三
九
の
一
、
六
四
〇

の
一
の
一
部
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

八
五
四
の
一
部
、
八
五
五
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

六
四
〇
の
一
の
一
部
、
六
四
一
の
一
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る

市
有
地
の
全
部

五
九
七
の
一
の
一
部
、
六
〇
三
の
一
部
、
六
〇
五
の
一
部
、
六

〇
七
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路

で
あ
る
市
有
地
の
全
部

二
三
二
の
三

三
八
八
の
一
、
三
八
八
の
五
、
三
八
九
の
一
、
三
九
一
か
ら
三

九
三
ま
で
、
三
九
四
の
一
、
三
九
四
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
介
在
す
る
道
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び
に
字
福
丸
一
〇

〇
六
の
二
、
一
〇
〇
六
の
四
、
一
〇
〇
七
、
一
〇
〇
八
、
一
〇

一
六
の
五
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

地

番

上
甲
立

下
甲
立

大

字

下

欄

沢

田

砂

田

末

兼

乙

丸

沢

田

乙

丸

下
江
田

上
江
田

早

瀬

福

丸
字

下
甲
立

上
甲
立

下
甲
立

上
甲
立

下
甲
立

上
甲
立

河
原
毛

長

田

高

通

寺

田

河
原
毛

寺

田

沢

田

高

通

沢

田

寺

田

沢

田

一
五
〇
九
の
四
、
一
五
一
〇
の
三
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

一
三
五
一
の
二
、
一
三
五
二
の
三
、
一
三
五
二
の
四
並
び
に
一

三
二
三
の
一
の
一
部
、
一
三
五
一
の
一
、
一
三
五
一
の
四
、
一

三
五
一
の
六
か
ら
一
三
五
一
の
八
ま
で
、
一
三
五
二
の
一
に
隣

接
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
一
部

一
三
一
二
の
一
の
一
部
、
一
三
一
六
の
五
の
一
部
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
一
部

一
三
五
九
の
一
の
一
部
、
一
三
五
九
の
三
の
一
部
、
一
三
五
九

の
四
の
一
部
、
一
三
六
〇
の
一
か
ら
一
三
六
〇
の
三
ま
で
、
一

三
六
五
の
一
の
一
部
、
一
三
六
五
の
二
の
一
部
、
一
三
六
六
の

二
の
一
部
、
一
三
八
〇
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介

在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

一
四
三
四
の
二
の
一
部
、
一
四
三
四
の
一
八
の
一
部
、
一
四
四

六
の
一
部
、
一
四
四
九
、
一
四
五
〇
の
二
の
一
部
、
一
四
五
〇

の
三
、
一
四
五
一
の
二
、
一
四
五
四
の
二
、
一
四
五
五
の
二

一
三
八
〇
の
二
の
一
部
、
一
三
八
〇
の
四
、
一
三
八
三
の
一
の

一
部
、
一
三
八
三
の
二
の
一
部
、
一
三
八
四
か
ら
一
三
八
八
ま

で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
、
一
三
九
一
の
一
部
、
一
三
九
二
の
一

部
、
一
三
九
四
、
一
三
九
五
の
一
部
、
一
三
九
六
の
一
部
、
一

三
九
七
、
一
三
九
八
、
一
三
九
九
の
一
部
、
一
四
〇
五
の
一
の

一
部
、
一
四
〇
五
の
三
の
一
部
、
一
四
〇
六
の
一
か
ら
一
四
〇

六
の
三
ま
で
、
一
四
〇
七
の
一
、
一
四
〇
七
の
二
、
一
四
一
〇

の
一
部
、
一
四
一
一
の
一
部
、
一
四
一
二
の
一
、
一
四
一
二
の

二
の
一
部
、
一
四
一
二
の
三
、
一
四
一
三
か
ら
一
四
一
五
ま
で
、

一
四
一
六
の
一
、
一
四
一
七
、
一
四
一
八
の
一
か
ら
一
四
一
八

の
四
ま
で
、
一
四
一
九
、
一
四
二
〇
の
二
、
一
四
二
一
の
一
、

一
四
二
四
、
一
四
二
八
の
一
、
一
四
三
〇
の
四
、
一
四
三
一
の

一
、
一
四
三
一
の
三
、
一
四
三
二
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

一
〇
四
の
一
の
一
部
、
一
〇
五
か
ら
一
〇
七
ま
で
、
一
〇
八
の

一
、
一
〇
八
の
二
、
一
〇
九
、
一
一
〇
の
一
の
一
部
、
一
一
〇

の
二
の
一
部
、
一
一
一
、
一
一
二
、
一
一
三
の
一
の
一
部
、
一

一
四
の
一
の
一
部
、
一
一
五
の
一
の
一
部
、
一
一
六
の
一
の
一

部
、
一
一
九
の
一
の
一
部
、
一
二
〇
、
一
二
一
、
一
二
二
の
一

部
、
一
二
四
か
ら
一
二
六
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

一
三
一
一
の
地
先
の
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
一
部

一
〇
四
の
一
の
地
先
の
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
一
部

一
三
八
〇
の
一
の
一
部

一
一
三
の
三
、
一
一
四
の
三
、
一
一
五
の
三
、
一
一
六
の
三
、

一
一
六
の
四
、
一
一
七
の
三
、
一
三
四
の
五
、
一
三
六
の
五
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地

の
全
部

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地

の
全
部

下
甲
立

上
甲
立

下
甲
立

長

田

寺

田

高

通

末

兼

高

通

寺

田

沢

田

末

兼

(定期)



広
島
県
告
示
第
六
百
十
八
号

森
林
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の

と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

保
安
林
の
所
在
場
所

呉
市
阿
賀
南
七
丁
目
二
一
三
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

(一)

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

(二)

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

(三)

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広
島
県
農
林
水
産
部
林
務
総
室
治
山
室
及
び
呉
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

広
島
県
告
示
第
六
百
十
九
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

平成17年 4月25日 (月曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 1 2 9号
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千

財

早

瀬

千

財

福

丸

長

田

道

礼

千

財

長

田

寺

田

九
五
七
の
一
部
、
九
五
八
の
一
部
、
九
五
九
、
九
六
〇
の
一
、

七
三
六
の
三
、
八
三
二
の
三
、
八
三
三
の
二
、
八
三
四
の
二
、

八
三
四
の
三
、
八
六
一
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在

す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部
並
び
に
八
六
一
の
一
、

八
六
三
の
一
、
八
六
三
の
七
に
隣
接
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市

有
地
の
全
部

九
四
八
か
ら
九
五
一
ま
で
、
九
五
二
の
一
、
九
五
二
の
二
、
九

五
三
か
ら
九
五
六
ま
で
、
九
五
七
の
一
部
、
九
五
八
の
一
部
、

九
六
五
か
ら
九
六
九
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
、
九
七
〇
の
一

の
一
部
、
九
七
〇
の
二
の
一
部
、
九
七
一
か
ら
九
七
三
ま
で
の

そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路

水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

九
八
三
の
三
、
九
八
三
の
七
、
一
〇
〇
一
の
一
八
の
一
部
に
隣

接
す
る
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

一
〇
〇
二
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有

地
の
全
部
並
び
に
一
〇
〇
一
の
一
八
の
一
部
、
一
〇
〇
三
の
二

の
一
部
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

一
三
四
一
の
一
部
、
一
三
四
二
の
一
の
一
部
、
一
三
四
二
の
二

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

一
五
五
〇
の
一
部
、
一
五
五
一
の
一
部
、
一
五
五
六
の
一
の
一

部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地

の
全
部

九
六
二
の
一
の
一
部
、
九
六
三
か
ら
九
六
六
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ

の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ

る
市
有
地
の
全
部

一
三
一
八
の
二
、
一
三
一
九
の
二
、
一
三
二
〇
の
二
、
一
三
二

七
の
一
の
一
部
、
一
三
二
七
の
二
、
一
三
二
八
の
二
、
一
三
二

九
の
一
、
一
三
二
九
の
二
、
一
三
三
〇
の
一
、
一
三
三
〇
の
二
、

一
三
三
一
の
一
部
、
一
三
三
二
の
一
の
一
部
、
一
三
三
二
の
二

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有

地
の
全
部

一
三
四
八
の
六
及
び
こ
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
水
路
で
あ
る

市
有
地
の
全
部

一
三
二
一
の
二
、
一
三
二
一
の
五
、
一
三
二
一
の
六
、
一
三
二

二
の
一
の
一
部
、
一
三
二
二
の
二
、
一
三
二
三
の
三
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

字
河
原
毛
一
四
五
五
の
一
、
一
四
五
六
の
一
、
一
五
〇
六
の
一

の
一
部
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
市
有
地
の
一
部

一
五
〇
三
の
一
部
、
一
五
〇
五
の
一
の
一
部
、
一
五
一
〇
の
一

の
一
部
、
一
五
一
〇
の
三
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

す
る
道
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

道

礼

花
之
木

千

財

道

礼

長

田

千

財

河
原
毛

高

通

河
原
毛

寺

田

沖
之
原

花
之
木

一
五
六
七
の
一
の
一
部
、
一
五
六
八
の
一
の
一
部
、
一
五
六
八

の
二
、
一
五
六
八
の
三
の
一
部
、
一
五
六
九
の
二
、
一
五
六
九

の
三
の
一
部
、
一
五
六
九
の
六
、
一
六
一
一
の
一
部
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

八
七
九
の
一
の
一
部
、
八
七
九
の
三
の
一
部
、
八
八
〇
の
一
の

一
部
、
九
〇
〇
の
一
部
、
九
〇
一
か
ら
九
〇
四
ま
で
、
九
〇
五

の
一
部
、
九
〇
六
の
一
部
、
九
〇
七
の
一
の
一
部
、
九
一
〇
の

一
部
、
九
一
一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る

道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部
並
び
に
八
八
〇
の
二
、
八
九

六
、
八
九
九
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
市
有
地
の
一
部

九
六
〇
の
二
、
九
六
一
、
九
六
二
の
一
の
一
部
、
九
六
三
か
ら

九
六
六
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

介
在
す
る
道
路
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

(定期)



そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
建
築
部
道
路
総
室
道
路
保
全
室
及
び
広
島
県
呉
地
域
事
務
所
建
設
局
に

お
い
て
、
平
成
十
七
年
五
月
九
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

音
戸
倉
橋
線

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
六
百
二
十
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
建
築
部
道
路
総
室
道
路
保
全
室
及
び
広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
五
月
九
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

志
和
イ
ン
タ
ー
線

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
六
百
二
十
一
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
建
築
部
道
路
総
室
道
路
保
全
室
及
び
広
島
県
呉
地
域
事
務
所
建
設
局
に

お
い
て
、
平
成
十
七
年
五
月
九
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
百
二
十
二
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
建
築
部
道
路
総
室
道
路
保
全
室
及
び
広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
五
月
九
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
百
二
十
三
号

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
平
成
十
四
年
広

島
県
告
示
第
百
八
十
三
号
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

施
行
者
の
名
称

広
島
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

広
島
圏
都
市
計
画
道
路
事
業

(

広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
事
業)

三
・
二
・
三
三
八
号
矢
賀
大
州
線
及

び
三
・
一
・
〇
一
一
号
天
満
矢
賀
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
八
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地
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呉
市
音
戸
町
田
原
二
丁
目
三
五
〇
五
番
一
地
先
か
ら

呉
市
音
戸
町
田
原
二
丁
目
三
五
〇
六
番
五
地
先
ま
で

区

間

新 旧 新
旧

別

一
〇
・
五
〇
〜

一
三
・
七
〇

メ
ー
ト
ル

一
〇
・
五
〇
〜

一
一
・
五
〇

敷
地
の
幅
員

三
七
・
九
〇

メ
ー
ト
ル

三
七
・
九
〇

延

長

拡
幅 備

考

東
広
島
市
八
本
松
町
大
字
飯
田
三
〇
一
三
番
一
三
地
先
か

ら東
広
島
市
八
本
松
町
大
字
飯
田
字
大
山
一
九
〇
七
番
一
地

先
ま
で

区

間

新 旧 新
旧

別

一
〇
・
五
〇
〜

二
一
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

敷
地
の
幅
員

二
八
三
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

延

長

路
線
延
伸

備

考

県
道
音
戸
倉
橋

線 路

線

名

呉
市
音
戸
町
田
原
二
丁
目
三
五
〇
五
番
一
地
先
か
ら

呉
市
音
戸
町
田
原
二
丁
目
三
五
〇
六
番
五
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
一
七
年
四
月
二

五
日 供

用
開
始
の
期
日

県
道
志
和
イ
ン

タ
ー
線

路

線

名

東
広
島
市
志
和
町
大
字
七
条
椛
坂
字
鍋
山
四
九
九
番
一
一
五
地
先
か
ら

東
広
島
市
八
本
松
町
大
字
飯
田
字
大
山
一
九
〇
七
番
一
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
一
七
年
四
月
二

七
日 供

用
開
始
の
期
日

(定期)



収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

公公公

告告告

消
防
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号)

第
十
三
条
の
二
十
三
の
規
定
に
よ
っ
て
、
危
険
物
の
取

扱
作
業
の
保
安
に
関
す
る
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

受
講
対
象
者

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
、
現
に
危
険
物
の
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所

(

以
下

｢

製
造
所
等｣

と
い
う
。)

に
お
い
て
、
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
も
の
は
、
次
の
と

お
り
こ
の
講
習
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１

製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内(

た
だ
し
、

製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
前
二
年
以
内
に
危
険
物
取
扱

者
免
状
の
交
付
又
は
こ
の
講
習
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
又
は
講

習
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
以
内)

２

前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、
引
き
続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
は
、
前
回
の

講
習
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
以
内

二

講
習
年
月
日
及
び
場
所

注
一

講
習
種
別
欄
の

｢

給
油
取
扱
所｣

と
は
、
給
油
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険

物
取
扱
者
を
対
象
と
し
た
講
習
で
あ
り
、｢

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト｣

と
は
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
内
の
製
造

所
等
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
を
対
象
と
し
た
講
習
で
あ
り
、｢

そ
の
他｣

と
は
、
前
二
者
以
外
の
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
を
対
象
と
し
た
講
習
で
あ
る
。

二

受
講
申
請
書
を
受
理
し
た
後
、
講
習
日
時
及
び
会
場
を
指
定
し
た
受
講
票
を
本
人
あ
て
に
送
付
す
る
。

三

受
講
人
員
の
状
況
に
よ
り
、
会
場
に
よ
っ
て
は
講
習
希
望
日
を
変
更
し
、
又
は
講
習
を
取
り
や
め
る
場
合
が
あ

る
。

三

講
習
科
目
及
び
時
間

１

午
前

２

午
後

四

受
講
手
続

１

受
講
申
請
書
の
受
付
期
間
な
ど

平
成
十
七
年
五
月
一
六
日

(

月)

か
ら
五
月
二
十
七
日

(

金)

ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
と
日
曜
日

を
除
く
。(
受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。)

郵
送
の
場
合
は
、
平
成
十
七
年
五
月
二
十
七
日

(

金)

ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け

る
。

２

受
講
申
請
書
の
提
出
先
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〃

〃

一
一
日

〃

〃

八
日

〃

〃

七
日

〃

〃

六
日

〃

〃

五
日

平
成
一
七
年
七
月

一
日

講

習

日

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

そ
の
他

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

午

前

講

習

種

別

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

給
油
取
扱
所

そ
の
他

そ
の
他

午

後

福
山
市

廿
日
市
市

東
広
島
市

広
島
市

広
島
市

三
次
市

場

所

〃

〃

二
六
日

〃

〃

二
二
日

〃

〃

二
一
日

〃

〃

一
九
日

〃

〃

一
五
日

〃

〃

一
三
日

〃

〃

一
二
日

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

そ
の
他

そ
の
他

給
油
取
扱
所

広
島
市

因
島
市

尾
道
市

福
山
市

三
原
市

呉

市

福
山
市

一

危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事
項

二

危
険
物
の
火
災
予
防
に
関
す
る
事
項

講

習

科

目

九
時
一
〇
分
か
ら
一
〇
時
一
〇
分
ま
で

一
〇
時
一
〇
分
か
ら
一
二
時
一
〇
分
ま
で

時

間

一

危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事
項

二

危
険
物
の
火
災
予
防
に
関
す
る
事
項

講

習

科

目

一
三
時
一
〇
分
か
ら
一
四
時
一
〇
分
ま
で

一
四
時
一
〇
分
か
ら
一
六
時
一
〇
分
ま
で

時

間

(定期)



受
講
申
請
書
の
提
出
先
は
、
次
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

(一)

各
消
防
本
部

(

署)
(二)

社
団
法
人
広
島
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

(

〒
七
三
二－

〇
八
二
四

広
島
市
南
区
的
場
町
一

丁
目
七
番
二
〇
号

広
島
県
石
油
会
館
一
階)

た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
社
団
法
人
広
島
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
あ
て
と
し
、
封
筒
の
表
に

｢

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
受
講
申
請
書
在
中｣

と
朱
書
す
る
こ
と
。

３

受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部

(

署)

、
社
団
法
人
広
島
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
又
は
広
島
県
環

境
生
活
部
危
機
管
理
総
室
保
安
室
で
配
布
す
る
。

五

受
講
手
数
料

四
千
七
百
円

こ
の
手
数
料
は
、
四
千
七
百
円
に
相
当
す
る
額
の
広
島
県
収
入
証
紙
を
、
受
講
申
請
書
の
所
定
の
欄
に

は
っ
て
納
め
る
こ
と
。

こ
の
収
入
証
紙
に
は
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
請
書
受
理
後
は
書
類
、
手
数
料
は
返
還
し
な
い
。

六

講
習
当
日
の
受
付

講
習
当
日
は
、
講
習
開
始
の
三
十
分
前
か
ら
受
付
を
開
始
す
る
。

受
講
者
は
、
受
講
票
及
び
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
受
付
に
提
出
す
る
こ
と
。

七

講
習
修
了
証
明

講
習
修
了
の
証
明
は
、
危
険
物
取
扱
者
免
状
に
記
入
す
る
。

な
お
、
こ
の
危
険
物
取
扱
者
免
状
は
、
講
習
終
了
後
に
返
却
す
る
。

八

そ
の
他

１

講
習
の
テ
キ
ス
ト
は
、
当
日
会
場
で
配
布
す
る
。

２

講
習
会
場
及
び
そ
の
周
辺
に
は
駐
車
場
が
な
い
の
で
、
自
動
車
で
来
場
し
な
い
こ
と
。

３

そ
の
他
講
習
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
消
防
本
部

(

署)

、
社
団
法
人
広
島
県
危
険

物
安
全
協
会
連
合
会

(

電
話

(

〇
八
二)

二
六
二－

二
〇
三
三)

又
は
広
島
県
環
境
生
活
部
危
機
管
理

総
室
保
安
室

(

電
話

(

〇
八
二)

五
一
三－

二
七
九
〇)

に
す
る
こ
と
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
っ
て
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

(

仮
称)

Ｚ
Ａ
Ｇ
Ｚ
Ａ
Ｇ
世
羅
店

所
在
地

世
羅
郡
世
羅
町
大
字
西
上
原
字
鎌
倉
八
七
八－

三

外

二

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又

は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

１

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者

名
称

オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
執
行
役

宮
内

義
彦

住
所

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
四
番
一
号

２

小
売
業
を
行
う
者

名
称

株
式
会
社
ザ
グ
サ
グ

代
表
取
締
役

藤
井

孝
洋

住
所

岡
山
県
岡
山
市
大
内
田
七
六
六－

二

三

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

平
成
十
七
年
十
二
月
二
日

四

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

千
二
百
九
十
平
方
メ
ー
ト
ル

五

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

１

駐
車
場
の
収
容
台
数

四
十
三
台

２

駐
輪
場
の
収
容
台
数

二
十
台

３

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積

三
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

４

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量

五
・
四
立
方
メ
ー
ト
ル

六

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

開
店
時
刻

午
前
九
時

閉
店
時
刻

午
後
十
時

２

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時
三
十
分
ま
で

３

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数

二
箇
所

４

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
六
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

七

届
出
年
月
日

平
成
十
七
年
四
月
一
日

八

届
出
等
の
縦
覧
場
所
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広
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
地
域
産
業
振
興
室

(

広
島
市
中
区
基
町
一
〇
番
五
二
号)

世
羅
町
産
業
観
光
課

(

世
羅
郡
世
羅
町
大
字
西
上
原
一
二
三－

一)
九

届
出
等
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
の
で
き
る
時
間
帯

１

縦
覧
期
間

平
成
十
七
年
八
月
二
十
五
日
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号)

に
規
程
す
る
休
日
を
除
く
。

２

時
間
帯

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

十

意
見
書
の
提
出

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
こ
の
公
告
の
日

か
ら
四
月
以
内
に
、
県
に
対
し
、
次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

提
出
期
限

平
成
十
七
年
八
月
二
十
五
日

２

提
出
先

広
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
地
域
産
業
振
興
室

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
大
規
模

小
売
店
舗
設
置
者
に
対
し
県
は
意
見
を
有
し
な
い
旨
を
通
知
し
た
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ゆ
め
タ
ウ
ン
大
竹

所
在
地

大
竹
市
晴
海
一
丁
目
一
番
五

二

県
の
通
知
の
縦
覧
場
所

広
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
地
域
産
業
振
興
室

(

広
島
市
中
区
基
町
一
〇
番
五
二
号)

大
竹
市
経
済
課

(

大
竹
市
小
方
一
丁
目
一
一
番
一
号)

三

県
の
通
知
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
の
で
き
る
時
間
帯

１

縦
覧
期
間

本
日
か
ら
平
成
十
七
年
五
月
二
十
五
日
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関

す
る
法
律

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号)

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

２

時
間
帯

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
開
発
行
為
に
関

す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
五
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

深
安
郡
神
辺
町
大
字
湯
野
字
久
貝
尻
四
四
番
一
、
四
四
番
三
、
四
四
番
四
、
四
四
番
三
地
先
水
路

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

深
安
郡
神
辺
町
大
字
川
南
一
五
四
九
番
地
の
一

株
式
会
社

明
和

代
表
取
締
役

藤
井

博
明

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

深
安
郡
神
辺
町
大
字
道
上
字
サ
ヤ
ノ
下
一
一
〇
一
番
、
一
一
〇
五
番
一

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

深
安
郡
神
辺
町
字
道
上
一
〇
二
六
番
地
の
二

加
藤

智

公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
規規規
則則則

広
島
市
と
佐
伯
郡
湯
来
町
の
合
併
に
伴
う
関
係
公
安
委
員
会
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平
成

17年
４
月

25日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長

宮
地

治
夫

広
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第

10号

広
島
市
と
佐
伯
郡
湯
来
町
の
合
併
に
伴
う
関
係
公
安
委
員
会
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

(交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
警
察
官
駐
在
所
の
名
称

、位
置
及
び
所
管
区
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改

正
)

第
１
条

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
警
察
官
駐
在
所
の
名
称

、位
置
及
び
所
管
区
等
に
関
す
る
規
則
(昭

和
39年

広
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
８
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

。

別
表
３
警
察
官
駐
在
所
の
部
広
島
県
広
島
西
警
察
署
の
款
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

。
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別
表
３
警
察
官
駐
在
所
の
部
広
島
県
廿
日
市
警
察
署
の
款
砂
谷
警
察
官
駐
在
所
の
項
及
び
上
水
内
警
察

官
駐
在
所
の
項
を
削
る

。
別
表
備
考
中
｢平
成

17年
４
月
１
日
｣
を
｢平
成

17年
４
月

25日
｣
に
改
め
る

。

(警
備
業
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
)

第
２
条

警
備
業
法
施
行
細
則
(平
成

15年
広
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第

18号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る

。

別
表
備
考
中
｢東
広
島
市
の
区
域
で
あ
っ
た
地
域
に
｣
の
次
に
｢�
｢広
島
市
｣
は
平
成

17年
４
月

24

日
に
お
い
て
広
島
市
の
区
域
で
あ
っ
た
地
域
に
｣
を
加
え
る

。

附
則

こ
の
公
安
委
員
会
規
則
は�

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る

。

公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
公
安
委
員
会
告
示
第

32号

次
の
遊
技
機
は�

遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(昭
和

60年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
４
号

。以
下
｢規
則
｣
と
い
う

。)
第
６
条
に
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
の

で�
規
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

。

平
成

17年
４
月

25日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長

宮
地

治
夫

公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
公公公
告告告

広
島
県
公
安
委
員
会
公
告
第

30号

道
路
交
通
法
(昭
和

35年
法
律
第

105号
)
第

99条
の
３
第
４
項
第
１
号
イ
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
実
施

す
る
の
で�

技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
(平
成
６
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号

。以
下
｢規

則
｣
と
い
う

。)
第

10条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き�

次
の
と
お
り
公
示
す
る

。

平
成

17年
４
月

25日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長

宮
地

治
夫

１
審
査
の
種
類

教
習
指
導
員
審
査
(普
自
二
)

２
審
査
の
期
日

平
成

17年
５
月

30日

３
審
査
の
場
所

広
島
市
佐
伯
区
石
内
南
三
丁
目
１
番
１
号
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上
水
内
警
察

官
駐
在
所

砂
谷
警
察
官

駐
在
所

広
島
市
佐
伯

区
湯
来
町
多

田 広
島
市
佐
伯

区
湯
来
町
伏

谷

広
島
市
佐
伯
区
の
う
ち

湯
来
町
(和
田

、麦
谷

、下

、多
田

、菅
沢
)

広
島
市
佐
伯
区
の
う
ち

杉
並
台

、湯
来
町
(伏
谷

、白
砂

、�
原
)

4P
0875

検
定

番
号

告
示
の
日

(平
成

17年
４
月

25日
)

か
ら
３
年
間

検
定
の
有
効

期
間

ぱ
ち
ん
こ
遊

技
機 遊
技
機
の

種
類

Ｃ
Ｒ
フ
ィ

ーバ

ー宝
船
Ｚ
Ｆ

型
式
名

株
式
会
社
三
共

代
表
取
締
役
毒
島
秀
行

(群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
六

丁
目

460番
地
)

申
請
者
名
(住
所
)

左
同

製
造
業
者
名
(住
所
)

5P
0217

5P
0216

4P
0926

4P
0894

4P
0886

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

Ｃ
Ｒ
オ
グ

リ
Ｓ
Ｐ
２

Ｃ
Ｒ
オ
グ

リ
Ｅ
Ｘ
Ｒ

Ｃ
Ｒ
フ
ィ

ーバ

ー宝
船
Ｓ
Ｎ

Ｃ
Ｒ
フ
ィ

ーバ

ー宝
船
Ｒ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
フ
ィ

ーバ

ー宝
船
Ｓ
Ｆ

同
上

株
式
会
社
サ
ン
セ
イ
ア

ール
ア
ン
ド
デ
ィ

代
表
取
締
役
梅
村
義
孝

(愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸

の
内
二
丁
目

11番
13号

)

同
上

同
上

同
上

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

(定期)



古紙配合率100％
白色度70％再生紙を使用しています

広
島
県
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー

４
審
査
対
象
者

道
路
交
通
法
第

99条
の
３
第
４
項
第
２
号
の
規
定
に
係
る
者

５
審
査
の
方
法

規
則
第

12条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
実
施

６
審
査
の
申
請
手
続
等

�
申
請
に
必
要
な
書
類

ア
教
習
指
導
員
審
査
申
請
書
(写
真
及
び
審
査
手
数
料
貼
付
の
も
の
)

１
通

イ
教
習
指
導
員
等
審
査
手
数
料
計
算
表

１
通

ウ
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

１
通

エ
履
歴
書

１
通

オ
運
転
記
録
証
明
書

１
通

カ
教
習
指
導
員
資
格
者
証
等
を
有
し
て
い
る
者
は
そ
の
写
し

１
通

�
申
請
書
等
の
提
出
先

広
島
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
教
育
課
長

�
申
請
書
等
の
提
出
期
限

平
成

17年
５
月

23日

広
島
県
公
安
委
員
会
公
告
第

31号

道
路
交
通
法
(昭
和

35年
法
律
第

105号
)
第

99条
の
３
第
４
項
第
１
号
イ
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
実
施

す
る
の
で�

技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
(平
成
６
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号

。以
下
｢規

則
｣
と
い
う

。)
第

10条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き�

次
の
と
お
り
公
示
す
る

。

平
成

17年
４
月

25日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長

宮
地

治
夫

１
審
査
の
種
類

教
習
指
導
員
審
査
(大
型
・
大
特
・
索
引
)

２
審
査
の
期
日

平
成

17年
５
月

31日

３
審
査
の
場
所

広
島
市
佐
伯
区
石
内
南
三
丁
目
１
番
１
号

広
島
県
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー

４
審
査
対
象
者

道
路
交
通
法
第

99条
の
３
第
４
項
第
２
号
の
規
定
に
係
る
者

５
審
査
の
方
法

規
則
第

12条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
実
施

６
審
査
の
申
請
手
続
等

�
申
請
に
必
要
な
書
類

ア
教
習
指
導
員
審
査
申
請
書
(写
真
及
び
審
査
手
数
料
貼
付
の
も
の
)

１
通

イ
教
習
指
導
員
等
審
査
手
数
料
計
算
表

１
通

ウ
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

１
通

エ
履
歴
書

１
通

オ
運
転
記
録
証
明
書

１
通

カ
教
習
指
導
員
資
格
者
証
等
を
有
し
て
い
る
者
は
そ
の
写
し

�
申
請
書
等
の
提
出
先

広
島
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
教
育
課
長

�
申
請
書
等
の
提
出
期
限

平
成

17年
５
月

24日
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